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低温プラズマによるエンジン燃焼のさらなる改善
を目指して挑戦します！

吸気圧力および燃料噴射時期・期間をパラメータ
にして実験を重ねます

放電電極の形状や材質等をさらに検討します

電源を直流から交流に変えて試行します

 一定容積の容器内で低温プラズマ（電
極 正極：鋸刃状板、負極：平版、
30 kVの直流電源）を発生させてオ
ゾン濃度を計測

 雰囲気の温度および印加電流の上昇と
ともに、放電発生時にはオゾン濃度が
増加することを確認

（平井彩加：2022年度卒業論文より引用）
 二元燃料エンジンの試作機が完成、パラメータを変化させて実験に着手

（中原亜梨紗：2022年度卒業論文より引用）


